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はしがき
この小論は昭和50年11月15日に比較法制研究所の発表会にて報告した事項に手を
加えたものである。論何
らかにする意図は無い。
論題に「比較」の言葉を用いたが，特別に比較法学の定義を明
ただ比較法制研究所における報告であるため， 軽い気持で
比較の文字を入れたにすぎないことをおことわりしておく。
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Ⅵ結論
Ｉ継受の意義
法の継受については，沢木敬郎教授が『現代法』第14巻(岩波書店)に「法
として詳細に説明してい られる。私は ｢法文化の移転現象」文化の移転現象」
と言うよりは,「異なる法文化の受容」と言いたい。 異なった法を受け容れて，
と子法（Tochterrecht）
したがって，古代法の中
元の法と 母子関係に立つ所謂母法（Mutterrecht）
との歴史的継続性が見られるこ とが必要だと思う。
には相互に非常に良く似た規範があるが， 若しその相互の間に母子関係の歴
2６
史的継続の事実が証明されなければ， 単なる偶然的類似と見るか，似と見るか，或は人間
殺人を禁ずる法は一般的での理性に基づく必然的事実と言うべきであろう。
あって，
えない。
必ずしもモーセの十戒にある ｢汝殺す勿れ」を継受したものとは言
幸にして人類の歴史が相当に進歩した時代に行われたローマ法の継受は，
ものであり，継受国， ローマとの関係が歴史的に明証されるから 法の継受継受国と
を知るには恰好と言うべきである。第五世紀に，西ローマ帝国がゲルマン民
族によって滅ぼされるが，
からローマの支配を受け，
の部族国家を建設すると，
を編纂し，これを施行し
法の要素を受け容れ，進，
新しく歴史の担い手となったゲルマ ｿ民族は早く
彼等が多くローマの文化に接していた。従って，
その国内に居るローマ人のために先ずローマ法典
おのずから自身の固有法の中にローマ行している間に，
進んではローマ法典にならって，自己の'|貫習法を成文
化して部族法典を編纂するに至った。 その時期は，五世紀末から始り中世前
期に亙るものであり，一般にこれを「ローマ法の前期継受」と言う。前期継
受は，主として五世紀に編纂された「テオドシウス法典」（CbdexTheodosi‐
anus）と第二・三世紀のいわゆる ローマ法学の古典時代を形成する学者達の
法書から継受した。 然し文化の程度に差のあるゲルマン族が， 彼等の部族国
古典時代のローマ法が蛮族化し
BhesVulgarrecht）であった。
家に適応するように受け容れたローマ法は，
たローマ法，いわゆる卑俗ローマ法（
また部族国家は，ローマ法受容に当り，
(r6misehes
多くは聖職者の力によったものであ
るから，おのずからキリス
これに対して，ローマ法
ﾄ教の影響を受けて教会法的色彩が加わった。
ローマ法の後期継受は，主として六世紀のユスチニアヌス
大帝が編纂した『ローマ法全書」（Corpusiuriscivilis）を第十二世紀以後西
主として『ローマ法全書』の中の
ローニアに於て註釈学派（G1os-
欧諸国が継受したものである。その内容は，
｢学説法集成』（Digesta）を北イタリアのポローニアに於て註釈学派
及び後期註釈学派（Post-G1ossatoren） が研究して大成した近代ロsatoren）
－マ法である。したがって，文字通り ニスチニアヌス帝の法典そのものでは
時代思想と民族性とを加味したローマ法である。なく， また東欧諸国に於て
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『ローマ法全書』が八世紀から九世紀にかけてピザンチン法として修正Iま，
され，『パンリカ』（Basilica）が編纂されたが，このものが継受されること
（１）
になる。このように，ローマ法の継受と言っても，法文そのものをそのまま
その継受する国家なり民族なりが，移転するのではなく， 自己の法として適
紙って，継受の比
〕受け容れ方の比
するように修正したローマ法を受け容れたのである。 したがって，
その受け容れ方の比較という較と言うときは，
較とは，その継；
ことになる。
と共に継受する側の態度(状況）佼 継受する法の対象（内容）
えられねばならない。
（１）国士館法学第七号拙稿「ピザソチ
が考
Fピザ ソ法小史」 参照。
Ⅱローマ法の概念
一応ローマ法の概念を述べて，その性ローマ法の継受を述べるためには，
そのため頗る概説的な論稿となるが， この過程格を記しておく必要がある。
を記さないとローマ法が継受される理由が明確にならない。
＞Romaaeternaの思想
何故かと言えば，史家ラ
｢不滅のローマ」或は「永遠のローマ」と言われるRomaaeterna
ヅパに潜在している普遍的意識である。Iま，ヨーロ
ンケが『世｢世界史概説』に述べている如く，一切の古代文明はローマという一
世界的なローマ文化を作りあげ， それが近世世
ＰＣが「ローマ
つの大きな湖に流れ込んで，
（２）
界に流れ出しﾌﾟﾋﾆからである。 それ故，イタリアの歴史家Ferreroが
ーロッパの各地は言語・風習・地理的状況およ史の特徴』に言うが如く，ヨーロ
び歴史的伝統を各食異にするにもかかわらず，ローマ史はこれを－つの理想
（８）
的実態に統一する強い精神的絆を持つことになったのである。そしてヘソリ
-＝メーソが『古代立法史」の中に，ラテン文化の根幹をなすものは法律で
（４）
あり，法律こそがローマ人が持った唯一の独創的な文化であるという言葉を
ローマ史の核心をなすものはローマ法であり， ローマ法こまつまでもなく，
そがヨーロッパを－つの理想的実態に統一する強い精神的絆となっているも
のである。まことに「ローマは過去人類の全文明を統一し，これを表現して
2８
いるから世界的である。ローマ法が言及していないような法律問題1まない。
ローマ法が何等かの光明を与えないものまた如何なる政治上の問題と雛も，
（５）
Iま殆どない｣。それであればこそ， ローマは世界を三度征服した，最初は武
力によって，二度目はキリスト教によって，三度目はその法律によって全世
（６）
界を征服したのである。現代世界各国の法律Iま，多少の差異はあるとしても，
何れもローマ法の要素を多分に含んでいる シャーマンの言葉を借りれば，
袋をぬぎ捨てて，第二十世紀的
○
各国の法律は，ローマ法が固有のラテン的服装をぬぎ捨て ，
即ちドイツにあってはローマ的ドイ服装をまとったものである。 ツ法を，フ
ランスにあってはローマ的フランス法を，更にイギリスにおいてさえもロ-
というように種を異なった型の服装をまとってマ的イギリス法を，
（７）
ある。この事実'よ，
いるので
何れの国においてもローマ法を継受したことを実証する
↓のである。
ではローマ法は何時， いかにして継受されたかを見るためには， 先ずロ-
マ法発達の歴史を考察することによって， ローマ法が必然的に継受されるべ
二とを，明らかにする必要がある。継受するに価する価値を有することを，き理由と，
ローマ法は，紀元前753年の ローマ建国から第十五世紀の東ローマ帝国の
滅亡まで2200年間の法律であるが,東ローマ帝国は見方によ ってはギリシア
即ちピザンチソ帝国を形成するものであるから，的ローマ帝国，
除いてゑても，
この部分を
少くとも第五世紀の西口 －マ帝国の滅亡までの1200年間の
法律を指すことになる。然し一般には前450年の『十二表法」（1egesduod‐
ecimtabularum）の制定から第六世紀の『ローマ法全書」（corpusiuris
civilis）が編纂されるまで，即ちメーソが「法典を以って始まり法典を以っ
（８）
て完結する」と言う1000年間の法を指すのが普通である。更に簡単Iこ言う
ならば，『十二表法』と「ローマ法全書』を指すと言うこともできれば，時
には『ローマ法全書』だけに極限して､止むを得ない。ただし，『ローマ法
とめて編纂しているが，ただこIまローマ法の重要なものを殆ど全部主全書』
ローマ法の真の価値を把握することは困の法典だけを研究の対象としても，
ローマ法の価値と意義とを知るためには， ｢十二表法」から始っ難である。
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て，次第に発展して『ローマ法全書』が編纂される歴史的過程を探究するこ
とが重要である。この意味においてJOloMczの著擢は高く評価されるべき
である。
(2)Ranke,UberdieEpochenderneuerenGeschiｃｈｔｅｃｈｌ，鈴木成高，
相原信作訳，ラソケ世界史概観（岩波文庫）５０頁。
(3)Ferrero,CharactorsandeventsinRomanhistory.ｐ､257；戸倉広署
羅馬法制史概論23頁。
(4)Maine,Earlyhistoryofinstitutions.ｐ３０８．
(5)Bryce,StudiesinHistoryandJurisprudenｃａｐ､８９８．
(6)Jhering,DerGeistdesr6mischenRechts・Ｂｄｌ.ｐ､１．イエーリソグ
の表現は「ローマは三たび世界に徒を命じ，三たび諸民族を統一態に結合した。
一度目は，ローマ民族がなおその活力の充実した状態にあったとき，国家の統
一に結合し，二度目はローマ民族がすでにZ職してしまったのち，教会の統一
に結合し，三度目には……他の二回は精神の力をもって……」（原田慶吉訳，
ローマ法の精神，１頁）というようになっている。これを本文引用のような表
現に改めたのはBrissaud,Ｃｏｕｒｓｄ，histoiregendedroitFran9aisvoL
Iｐｐｌ９２－３．であり，むしろこの表現の方が有名になった。
(7)Sherman,RomanlawintheModernWorld・ｖｏＬＬｐｐｌ－２．尚おこ
のことに関しては日本民法も例外をなすものではない。平野義太郎箸『民法に
おけるローマ思想とゲノレマソ思想』或は原田慶吉箸『日本民法典の史的素描」
を参照されたい。
(8)Maine,Ancientlaw､ｐｌ．
(9)Jolowicz,HistoricalintroductiontothestuｄｙｏｆＲｏｍａｎｌａｗ,1965.
Ⅲローマ法の発展
ローマ法の発展には種々の原因が挙られるが，私はかつてその主なるもの
について，専修法学論集第６号の｢ローマ発達の契機｣の中に(1)貴族と平民と
の階級闘争,(2)ローマ国家の世界的発展,(3)ストア哲学の影響,(4)法務官の功
績,(5)法学者の活躍,(6)サピヌス学派とプロクルス学派の対立，を挙げて説明
した。その要点を述べる。(1),ローマは半伝説的な王政時代のあと共和政とな
ったが，貴族の専横の下に不文法時代が続いた。すぺてが貴族の慣習法によ
３０
って処理さｵL， 平民達の貴族に対する抵抗は平民の不満はその極に達した。
闘争によって，遂に45ＯＢ．殊に462ＢＣ.以来の激烈な次第に甚しくなり，
然しこの法が貴族に有利でC・から翌年にかけて「十二表法」が制定された。
その後も抗争が続いて次第に法があり平民の権利が尊重されなかったため，
改善されていった。まことに権利は闘いとられるものであることを示す典型
⑩的な史実であった｡(2)，ローマ国家の発展に伴う法の発達Iま,最も重要な事項
ローマ法の発達は必要に迫られて自然に大成されるものであることであり，
ローマは初め小さな都市国家として成立したものであるが，を示している。Ｐ
次第に発展してイ クリア半島を統一する近代的な国家となった。 その間に種
異なる習俗を融合しつつ共同体の範族を異にする近隣の部族国家を統合し，
囲を拡大して行った。典型的な市民法（iuscivile）は解釈適用の面において
大いに考慮せねばならなくなり，市民係法務官(praetorurbanus）を設置し
て時代の要請に応じた。 そのローマが更に紀元前＝世紀から二世紀にかけて，
地中海の覇者カルタゴと執勤な而も酸鼻を極めた120年間に互るポニー戦争
アジア・アフリカの三大陸にまたがる世界国家を建によって，ヨーロッパ・
設し，地中海を「我等cｚ｢我等の海」（marenostrum）と誇称するに至った。この過１
程において， ローマの支配する住民は世界のあらゆる民族を含むことになり，
施行すべき法律は－民族の慣習に基づく市民法では到底間に合わなくなり，
早くも242Ｂ,Ｃ､に外人係法務官 (praetorperegrinus）を設置して，あらゆ
る民族に対しても適用し得る論理的な万民法(iusgentium） を創り出さなけ
れぱならなかった。；
出されたものであり，
まことにローマ法の発展は，必要に迫られて自然に創り
経験に基づく必然的な成果であった。 ローマ人は世界
国家を建設することによって，，世界に共通する法，即ち時と所と人とを超越
(3)，ストア哲学の影響については，特にポニーした法律体系を作りあげた。
戦争の結果ギリ シアがローマの属州となってから著しくなった。 もともとロ
6:、ロゴス-マの文化はギリシア文化を継承するところが多かったのであるが，ロゴ
(Iogos）に従って生活することを主張するストア哲学は，特にローマ人が好
んで受け容れたものである。ロゴスとは，自然の原理そのものであり，広く
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⑪
狭くIま人間の理性そのものである。それ故，Iま一切事物に通ずる道であり，
ロゴスに従って生活することは， 自然の原理に従うことであり， 世界万物に
ストア哲学通ずる道， 即ち世界理性にしたがって生活することになる。 この
ローマの法学者達の思考は一変するに至った。が普及するに及んで， それ主
法律は'慣例または因襲にしたがって制定されるものと考えていたのが，では，
ここに法律は事物の本性にしたがって制定されるべきものと認められるよう
になった。そのため， 市民法は既に新しい時代の法律と しての存在理由を失
専ら論理的な万民法が制定実施されることになった。 勿論これはローマい，
並びにその事実に基づく必要性が原因となっ国家の世界的発展という事実，
ていることは言うまでもない。 ストア哲学と世界主義のヘレニズム文化の風
潮は，自らローマの世界主義を助長し万民法の法理を発達させて，自然法
⑫
(iusnaturale）の観念をつくりだした｡(4),法務官の功績については,特に外
人係法務官の業績があげられる。 彼等は， 専らローマ市民と外国人との間の
法律問題および外国人相互間の法律問題を取扱った。法務官はiusedicendi
彼等の発布する告示法(edictum）(告示立法権）を有していたので， }よローマ
，その告彼等の任期は一年であるから
口が言う如く１ヶ年法(1exannua)で
法の発達の上に大きな足跡を遺した。
示法の有効期間は１ケ年であり，キケロが く
実際においては前任者の告示法の中の良いものを継承して転載すI土あるが，
ろedictu 良い法規は永久的
された。法務官は，
(転載告示法）が多かったので，るｅｄｉｃｔｕｍｔｒａｎ皇lntitium
効力を有するedictumpeエedictumperpetum（永久告示法）として遵守
自ら必要と思う事項を自由に前任者の告示法を自由に取捨選択すると共に，
告示法は常に時代と社会の要請にマ ツチすることができた。追加したので，
彼の明蜥な頭脳が時代の要法務官はすぐれた法学者が選任され！そのうえ，
ことなく発布するのであるから，求を洞察して，他から何等の制肘を受ける
告示法には新鮮さと独創性とを有する深遠な法理が見られ，議会立法とは異
⑬
なるものがあった。正lこ「法務官法は生きた声(vivavox）であり」，これが
更に自然淘汰によって生存し続けたものが集積して万民法を構成したのであ
知るべきである。(5)，ローマ法の価値は推して 法学者の活躍についてるから，
32
1ま， イエーリソグが言ローマにおけるほど目ざましいものは他に求め難い。
う如く，ローマ人ほど法を尊重し，法への誇りを持ち，法学者を尊敬したも
のは他に見当らない。「実際ローマにおけるほど以上に，法学者が大きな人
側
気と強い影響力と高い尊敬を享有したことは外になかった｡」然しそれには
それだけの理由があった。
範として，道徳や宗教も」
都市国家から世界国家へと拡大発展する国家の規
必要であるが， ば論理的倫理より以上に重要なもの
的社会規範としての法律である。 ローマは法律を必要とし，ローマ人は法律
の知識を求めてやまなかった。 したがって， 法学者は法律の研究に没頭する
と共に，
じた。’
者で「Ｉ
余暇を求とbては市中を俳個して， 法律の知識を求める者に無料で応
もともと法学者の多くは』 裕福な元老院議員階級か騎士階級に属する
｢貴族にして高貴な者」 (patriciusetnobilis）であることが黙認された
必要条件であった。
以であり，また無*
甘んじ，それ仁誇Ｉ
この社会的地位がおのずから尊敬と権威とをもたらす所
また無報酬の活動をさせたのである。彼等が無報酬であることに
それに誇りをもっていたことは ｢法律の知識は極めて神聖であり，
金銭を以って評価されるぺぎものではなく，また汚されるべきものでもな
⑬
い」と信じていたからである。もちろん彼等力:市民の感謝を喜び，名声を童
んじたことは事実であるが，一面には彼等はこれによって，いわゆる立身出
世の道が開かれ， 上級の政務官職に選任されることを期待していたことも事
実である。兎に角，法学者が権威を持ち， 尊敬され，無報酬で活動したことが
ローマ法学の興隆をきたさせた。(6)，サピヌス学派とプロクルス学派の対立
ローマの法学会に大きな刺戟を与え， 法学者達の活躍を盛んならしめた。'弐・
元首政時代のローマ法学を発展させる上に， 勅許法学者を指定する制度が大
きな力となったと共に， 二大法学派の対立抗争がその進展を一層深めたこと
は見のがすことができない。Augustuｓ（27Ｂ､Ｃ－ＡＤ､１４）からHadrianus
⑱(117-138）まで法学者達Iま，相対立する２つの学派に分れていた。タキツ
スがアウグスツス時代の「平和を飾る双壁」（duodecorapacis）と賞賛した
カピト（Capito，ナＡ、､22）とラペオ（Labeo，１．Ａ.、20）とから，サピヌ
⑰
ス学派とプロクルス学派とが出現した。両学派の本質的な相違Iま俄かに定め
ローマ法継受の比較（戸倉広）３３
難いが， 原則としてサピヌ して市民法を研究の対象とし，ス学派は主と プロ
ルクス学派は主として法務官法を研究の対象とした。 サピヌス学派は保守的
な市民法を取扱いながら，
神を吹き込承，その形式二
その学問的方法は進歩的でローマ法学に進歩の精
その形式主義と固定性を排除することに努めた。これに対し
てプロクルス学派は，進歩的な法務官法を取扱いながらもその学問的態度は
⑬
t'しろ保守的で，伝統的な形式と方法とを重んじて法的安定性を計った。し
たがって両学派から生承出される結果は， 穏健な中庸を得た法学の進歩であ
とするのではなく，むしろ互に切瑳琢磨った。 両学派は対立して抗争をこと
して競走したのであり，何となく 近代の各大学の間における漠然たる競争，
例えばオックスフォードとケソプリ
想わせるものがあった。したがって，
ヅヂとの対立，早稲田と慶応との対立を
この両学派が対立したことは， 法学の
進展に大きな寄与をなし
た法学者を輩出させた。'
ローマ法学の古典時代を出現せしめ， 多くの著名
一名ユリア
め，有名な
ハドリアヌス法典(Edicutm Hadrianum一名ユリ
(ナ169）を初め，有名
ローマ法学者の中の最高
ae）をはじめ多くの著作
ヌス法典EdictumJulianum）を編纂した Julianus
法学提要(Institutiones)を著したGaiusけ180)， ‐
の権威者Papinianusけ212)，法学教書（Sententiae）
を遺したPauluｓ（↑225)，穏健な論説を最も多く書いたU1pianusけ228）
⑲
等枚挙にいと主力；ない。彼等偉大な法学者達の著作が後世世界を稗益すると
ころは甚大であり，中にはそのまま成文法と
はない。
このように，ローマ法発達の歴史を考察す
して引用継受されたものも少く
ると，ると，イエーリングの言うロ－
がうなづける。即ちローマ法は，そマ法の世界征服は必然的結果であること
継受されるだけの意義と価値とを蔵していの発展過程とその成果において，
ることが判明する。
O0Jhering,ＤｅｒＫａｍｐｆｕ］umsRecht． 日沖憲郎訳『権利のための闘争」（器
平野義太郎箸『法律における階級闘争』 参照。波文庫)。
⑪波多野精一署『西洋哲学史』９１頁。
⑫高田三郎訳，アリストテレス『ニコマコス倫理学』222頁。ストア哲学の目
然の法（nomosphysikos）から ローマの自然法（iuｓ naturale）の用語が生
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まれたのは，前一世紀のキケロの時代である。尚おPollock,ＴｈｅＨｉｓｔｏｒｙｏｆ
ｔｈｅＬａｗｏｆＮａｔｕｒｅ・を参照。
⑬Digesta､１，１，８．
⑭Jhering,DerGeistdesr6mischenRechts､ＢｄＬｐ､３３０．
⑮Digesta50,１３，１，５．
⑯Roby,IntroductiontotheDigest.ｐ､１２７．
⑰Capitoの優れた門人Sabinus（十Ａ.、64?）はチベリウス帝から回答権を
与えられた最初の勅許法学者であって，彼の名からサビヌス学派(Sabiniani）
の名称が起り，またLabeoの高弟Proculus（一世紀半頃）からプロクルス学が起
(Proculianiculiani）の名称が出た。派
⑬Roby，IntroductiontotheDigest・ｐｐｌ３０－４１．
⑲国士館法学，創刊号，拙稿「古典期ローマ法学者の群像」参照。
Ⅳローマ法の前期継受
ローマ帝国の勢力が既に峠を越した第四世紀後半に， アジア民族のフソ族
召族大移動（V61ker-がヴォルガ河畔に侵出したのを契機に， 所謂ゲルマン民族 動
が始った。 そして西ゴート王国やフランク王国を初め， 東ゴーwanderung）が始った
卜・プルグンド・パイ ･フリーゼン等の多ニルソ・アラマソネン・ザクゼン
<の部族王国が建設された。これらの部族王国は，ゲルマン民族に属すると
更に重要な歴史的共通点を有しているこいう共通点よりも，
ならない。それは：
とを見逃しては
それは全盛時代のロ 一マ帝国の版図内もしくはそれに準ずる地域
に建国したものであり， その住民は主としてローマ人か或はローマ化した原
従って各王国の国王は，ゲルマン部族民の王住民であるということである。
それがために国王は，ロ-であると同時にローマ人の王となったのである。
マ帝国の権威が付与されることが必要であり，彼等は何れもローマ皇帝（主
鋤
として東ローマ）の総督としての地位を容認されている。正Iこわが国の各幕府
の将軍達が， 何れも実力をもって実権を掌握しながらも， 表面上は朝廷の信
ことを装おっていた如くである。任による
このような情勢のもとに，ゲルマン諸部族国家の国王は，二重の法を施行
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しなければならなかった。
人のためにはローマ法を。
ゲルマン部族のためには彼等の固有法を， ローマ
『ローマ人ローマ人のために作成した法典が所謂
法典』（LegesRomanaebarbarorum）であり，この法典作成に刺戟されて
固有法を編纂したのが『ゲルマン部族法典」（Legesbarbarorum）である。
「ローマ人法典」はもとよりローマ古典法に基づくものではあるが，そのロ
ーマ法がゲルマン社会においてゲルマン化され，卑俗化されたローマ法で，
いわゆる「卑俗ローマ法」 である。更にゲルマ(R6mischesVulgarrecht）
ソ社会にもたらされるについて，
影響を受けて，ある程度教会法
多くは聖職者の力によったので自ら教会の
化されたローマ法である。『ゲルマン部族法
典』は， ローマ法の影響によってゲルマン固有法が成文化されたものであり，
またその成文化に大きな役割を果したものは主として聖職者であった。 した
がって固有法の内容にも， ローマ法の影響を受けるところがあると共に教会
の影響を受けるところがあった。その影響の程度は，Iま，各部族国家とローマ帝
西ゴート王国・ブルグンド国との地理的・歴史的関係によって差異がある。
王国・東ゴート王国などの部族法は，
いるが，ザクセンとかフリーゼソ等ロ
部族の法は，ローマ法の影響を受ける
早くからローマ法の影響を強く受けて
-マ帝国との関係が甚だ稀薄であった
けることが極めて少し､。 これら両地域の幅
間にあるのがフランク
部族法である。
ランゴバルド・バイエルン・アラマンネソなどの諸
後期のローマ法継受が全面
々的な受容である、したがっ
これら諸部族法に対するローマ法の影響は，
的・包括的であるのとは異なって， 部分的・個々的な受容である。
て，厳格な意味においては継受（Rezeption）とは言い難いかも知れないが，
⑪
一般Ｉここれを前期ローマ法継受として取扱っている。
前期ローマ法継受は，後期のそれとは異なり，ユスチニアヌス帝の編纂に
｢ローマ法全書」には関係がない。 それよりも約百年前（Ａ､、439）
Theodosianus）と彼等部族国家
かかる
に編纂された『テオドンウス法典」（Codex
『ローマ人法典」及び古典時代の法学者Pauluｓにおいて編纂された
学教書』（Sententia，
の『法
(S tentiae）やGaiusの「法学提要』（Institutiones）等から継受
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したのである。というのは，部族国家が成立したのは，多くはユスチニアヌ
ス帝以前の時代であり，当時まとまった法典として最高の権威を有していた
ものは『テオドシウス法典』だからである。また参照に便利なものはパウル
ウスの「法学提要』であったからである。スの「法学教書」やガイ そのため
，東ゴー｢ローマ人法典」 屯殆どこれらの資料によって編纂された。 例えば ＝
た『テオドリ卜族の国王テオドリヅクがＡ､Ｄ､500年頃イタリアで発布し ヅ
ク法典』（EdictumTheodorici)，或は西ゴート族の国王アラーリヅクニ世が
506年に発布した『西ゴートのローマ人法人」（LexRomanaVisigothorum）
通称『アラーリック法典」（BreviariumA1aricianum)，その他ブルグソド
族の国王Sigismundが519年に発布した ｢プルグンドのローマ人法典』（Lex
である。特に“BreviariumA1ari-等何れも同様でRomanaBurgundiorum）等 %
cianum,’は，南フランスからス ペイソの地域を占めた西ゴー 卜王国に施行
他のゲルマン部族非常に良くできた法典であるため，されたものであるが，
国家の法典の模範となったの糸ならず， 中世スペインでは現行法として施行
した。この法典も“CodexTheodosianus，，を初め，Paulｕｓの“Sententiae,,
或はGaiusの“Institutiones，,を底本として編纂したものである。この『ロ
ーマ人法典』として傑出した法典も，ユスチニアヌスの『ローマ法全書』と
『アラーリック法典」の編纂者達は，古比較して承ると遙かに劣っている。
典時代のローマ法学の「知識の大塊」（sapientiamolem）を荷う能力におい
⑫てユスチニアヌス法典の編纂者達よりも遥か仁劣ってし､た。ゲルマン世界に
おける最高の法典でさえも斯くの如く評価されるのは， 当時のゲルマン族の
に，古典ローマ法も文化的水準が低かったことを証明するものである。と共に，
ゲルマン社会に施行されると， 辺境地方のローマ住民の間において卑俗化ざ
或る程度ゲルマン化されたローマ法，れ， いわゆる「卑俗ローマ法」となっ
たのである。
ゲルマン部族法はローマ法の影響を受けて， 多く成文化され，法典
族の部族法は『サリカ
さて，
が編纂されることになった。フランク部族のサリア支 「
法典」（LexSalica）としてクローヴィス王（C1ovisl,465-511）の晩年と
ローマ法継受の比較（戸倉広）３７
この法典は，用語はラテン語であ推定される508～511年の間に編纂された。
るが， 古フランク語で記された註釈を多く含み， ゲルマン部族法としては最
L古いものの一つで， 他の部族法の編纂に大きな影響を与えた。 面にフラン
ク部族のリプアリア支族も，“LexSalica''に刺戟されて，六世紀前半から八
世紀までの間に『リプアリア法典」（LexRibuaria）を作成した。またラン
ﾛタール王が643年に制定した『ロゴバルド部族の法典としては， タール告
(，その後Liutprand（712-
ゲルマン諸部族法の中で最も
っては．エウリック王が481
示法』（EdictumRothari）がある。 この法典は，
その他の諸王によって補充されているが，44）
優れたものである。その，
年以前に制定した「エウ]
部族法典として“ＬｅｘＳａ
片的に伝わるにすぎない。
ト王（649-73）にいたり，
ソト法典」（Reccesvindia
その他，西ゴート部族にあっては，エウリック王
｢エウリック法典』（CodexEuricianum）があり，最古の
やプルグンドの法にも影響を及ぼしたが， 断Salica，，
その後，諸王によって修正され， レッケスヴィソ
『レヅケスヴィ固有法とローマ人法とを調整して
ト法典」（Reccesvindiana）を発布した。またプルグソド部族にあっては
グソドパト王（474-516）が制定した『グソドパト法典」（LexGundobada）
して施行された。
他『アラマソネ
があり， 修正を加えつつ九世紀までプルグンド人の属人法と
その
リンゲソ法典』・『フ
これらは部族法典の代表的なものを挙げたのであるが，
ソ法典』・「バイエルン法典」・『ザクセン法典』・『チューリ
ゲルマン諸部族は各灸部族法典を作成した。リーゼン法典』と言う如く，
英国に於ても部このように大陸に於て部族法典が編纂されたのと同様に，
ソグル部族とサクソン部
謂いた。第六世紀末にア
第五世紀にゲルマン民族のア族法典が作成された。
族がプリテン島に侵志し,アングローサクソ ソ時代を開いた。
ソグローサクソソの支配権を掌握したケントの王エセル や'、－ (Aethelbert,
この島にもキ
卜
フランクの王女と結婚したのが契機となって，560-616）が，
カンタベリーは司教者達の拠点としてリスト教が布教されるようになった。
かつてのローマソープリテン時代の如く再びラ
った゜法律についても，司教者達の感ｲこによっ
セルパート王の治世中（600年頃）にケントの法
ラテン文化の中心地となり，
テン語が使用されるようにな 。
て法典編纂の要求が起り，エ
雛!
典が編纂されたが，その形式はローマのそれに倣ったもの（juxtaexempla
燭
Romanorum）である。かくてイギリスに於ても大陸と同様lこローマ法の前
期継受が行われたものと見ることができる。
Euricianum，'が固有法とロ－ﾄ族の“Codexこれらの部族法典は， 西ゴー
マ法とを調整して“Reccesvindiana，，となり，遂に属地法としての『西ゴー
ﾄ部族法典』 その程度に多少の差はあとなった如く，(LexVisigothorum）
るものの， 次第にローマ法を継受して発展した。 そのローマ法の継受は，多
<は“LegesRomanaebarbarorum,'からであり，従って“CodexTheodo‐
或はパウルスの“Sententiae,,等ウスの“Institutiones,，sianus,，またはガイ
からであって，ユフユスチニアヌス帝の“Corpusiuris civilis”からではなかつ
しかもその継受は， 部分的・個支的な法規を全面的・包括的ではなく，た。
随時に受容するという状態であった。 従ってその受容は， 部族国家の発展に
先ず公法的な性格を持つ諸制度から始った。 ローマの官僚伴うものであり，
制度，裁判所のＩ裁判所の機構，訴訟制度， 更に財政上の租税制度等が受け容れられて，
次第に私法に属する規範が継受された。 ｢国庫・都市協同体や教久保教授は
会の法人格 ･果実の理論・取得および消滅時効・違約罰・贈与・委任・質
権・証書・婚姻障害(特に禁婚親） などの諸制度． 夫婦財産制や未成年者後見
制さらに遺言相続制や遺言の制度もローマ法から継受されたかローマ法の影
幽
響を受けている」と述べている。このようlこ，ローマ法継受が公法的制度か
ら始ったのは， 継受の指導的役割を演じた者が部族国家の支配者たる国王で
国王は，文化的後進国と しての部族国家の発展のために，あったからである。
卜教会の聖職者達の協力を得て，ローマ文化の荷担老たるキリス ローマ法の
導入に力をつくした。 そのため部族法典は， 国王指導の下に聖職者の手によ
って編纂されるか或は国王の勅令として出されたものである。 従って，上に
編纂の後に幾たびか改訂や補修が加え述べた“LexVisigothorum，'の女ﾛ<，
次第にローマ法の要素が多くなり， 遂には部族民のﾕﾍならず，られて， 。-
マ人に対しても共通に適用することのできる属地法となった。
⑳ 西ローマ帝国を減したゲルマンの傭兵|歎長オドアケルさえも ゲルマソの傭
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兵達はローマ皇帝の後継者と認めようとした。東ローマ皇帝はその措置に困り，
結局は東帝国の総督として認容した。これを討滅して，東ゴート王国を建設し
たテオドリック王も，東皇帝ゼノソからその地位を許容された。西ゴート王国
の建設も，西ローマ皇帝の黙認により，またフランク王国の国王も，ヨの国王も，ゲルマソ
Francorumacpat-人でありながらローマの貴族にしてフランクの王（Ｒｅｘ
riciusRomanorum）という称号を有している。
pO沢木敬郎，法の継受（現代法，第14巻所収)。久保正幡著『西洋法制史研究』
第五，ゲルマン法史上におけるローマ法の継受。西本願，ローマ法継受の再検
討(法学論叢，第36巻第４号）等。
⑫Vinogradoff,RomanlaWinMedievalEurope､ｐｐｌ８～21．戸倉広訳
『欧羅巴中世の法律思潮」（中世ヨーロッパのローマ法）１３～18頁。
C3Pollock＆Maitland，ThehistoryofEnglishlaw・vol・Ｉ,ｐ､１１．
⑭久保正幡著『西洋法制史研究』373頁。久保教授は，ゲルマソ部族国家のロ
ーマ法継受を研究した権威者HalbanのＤａｓｒ６ｍｉｓｃｈｅＲｅｃｈｔｉｎｄｅｎ
germanischenVolksstaaten・に基づいて述べていられる。
Ｖローマ法の後期継受
第六世紀末頃から部族法典を編纂するに当りゲルマン部族国家が， ロー宝？
法を部分的断片的に採り入れた前期継受は， 大体第十世紀頃までに固有法と
｢卑古典ローマ法がゲルマン化された融合してしまった。この前期継受は，
俗ローマ法」であったのに対して，イ
スの編纂になる“Corpusiuriscivi］
て，後期継受は，東ローマ皇帝ユスチニアヌ
civilis，'からである。後期継受の地域は全=
東部地域は“CorpusiUrisiscivilis,,がギリ
西部地域はポロー
－ロヅパにまたがるのであるが，
シア教会の影響を受けて修正された"Basilica，，を継受し，
一マ法を継受する。後期継受を広ニアの註釈学派によって大成された近代ロ
これら両者を取扱わねばならないが， 一般にローマ法の義に解するならば，
後期継受と言うときは，第十二世紀以後の西ヨーロッパ世界における近代ロ
更に狭義と言うか厳格に言うならば， 近世初頭に－マ法の継受を意味する。
ここでは一般の取扱いドイツのローマ法継受の糸を指すのであるが，おける
にしたがうことにする。但し西欧世界と言っても，すべての近代国家を挙げ
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ることは困難であるから，代表してドイツ・フランス・イギリスの３国につ
いて述べることにする。
西欧世界は大体においてゲルマン民族の世界であり， かつてはローマ帝国
したがって，近代国の領土であり， ローマ文化の恩恵を受けた地域である。
家が成立して各々主権を異にするとは言え， 精神的には或る程度の共同体を
laaeterna）の亡霊をやどして
家は，中央集権的な強力な統一
構成するものであり， ｢永遠のローマ」（Romａ
いることに共通点が見出される。 また近代国
その法体系は，統一的な契機を多分に内蔵
だ＄ので諾ったこしば言う主で小左ぃへこ
国家の成立を目ざすものとして，
しているローマ帝国の法が，｜
のような一般的情勢のもとに，
恰好なも あ とは うまでもない。
各国はローマ法を継受したのであるが， 各戈
その国の歴史と国民性の差異によって， 継受の過程と程度とを異にするよう
になった。
１ドイツのローマ法継受
先ずドイツの継受について述べるならば，これこそ正に「ローマ法継受」
(Rezeption）の典型的なものである。というのは，ドイツはローマ帝国の後
継者としての神聖ローマ帝国であり，
みならず，現実にイタリアと統合さ)Ｉ
ローマに対する親近感を抱いているの
現実にイタリアと統合されているため，ポローニアに復興したロ
－マ法を継受するために好都合であった。 しかも当時のドイツは，ローマ法
その原因の最も大きなを継受すべき幾多の契機というか原因を有していた。
ものとして，一般に挙げられるのが，
の状態にあったことである。これは，
当時のドイツにおける法が極度に分裂
政治上の封建的な権力分立の傾向が反
映したのであるが， 法生活において極めて不安定な状態にあった。 そのため，
あたかも権威ある確実な統一的な法を要望する傾向が次第に高まってきた。
この要望にこたえるが如く，北イタリアのポローニアにおいて，第十一世紀
末から“Corpusiuriscivilis”の研究が勃興し，その価値が高く評価され，
ヨーロッパ各地から留学生が集ることになった。またこれが契機となって，
欧州の各地に大学が創設されるようになったが， ドイツに於ても1348年にプ
ローマ法継受の比較（戸倉広）４１
ラーグ大学，1385年にケルン大学，1386年にハイデルベルク大学，1390年に
ニルフルト大学というように十四世紀以降続為と大学が設立され，ポローニ
ア大学と同様にロ -マ法と教会法とが研究され， 教授されるようになった。
ドイツから多くの学徒がポ ローニアに留学してローマ法学を学び， ドクトー
レン（Doktoren,法学博士）となって帰国し， 自国の大学で教鞭をとるよう
になった。またこれと共に，ポローニアからもロソバルド人のドクトーレソ
間が赴任して教鞭をとったので，ドイツにローマ法と教会法と力:普及した。し
たがって， 法律実務家の作成する証譽類には， ローマ法の学問的な術語や文
言が多く使用されるようになった。 また第十三世紀末になると "Deutsche‐
nspiegel”や“Schwabenspiegel',の如き固有法に基づく法書が著作される
が, これらのものは同世紀の初めに著された "Sachsenspiegel，,senspiegel”に比較して，
この事実は，ドイツにお遙かにローマ法の要素が多く取り入れられている。
ローマ法を尊重しこれに帰依する思潮がけるローマ法の普及を示すと共に，
あったことを示すものと言えよう。
このような情勢のもとに， ローマ法の教養を身につげた法学者達が， 皇帝
や封建諸侯の法律顧問となり， その領国内の法律問題を処理するようになっ
た。またある者は， 訴訟当事者の顧問あるいは代理人となって活動したの糸
ならず， 次第に裁判所の顧問や鑑定人あるいは参審員または判決人となって
活動するようになった。そのため，
さめられるようになると共に，裁旦
訴訟そのものが彼等法学者達の掌中にお
裁判所の機構や性格が改革され，固有の民衆
裁判からいわゆる法曹裁判へと移って行った。 かくてドクドクトーレンの司法的
更にこれを援助したの
うな難問は，大学に送
活動によって，
が大学である。
ローマ法が愈為普及したのであるが，
当時，裁判所で判決を出すのに困るような難問は，
付してその判決を求めることが常識となったので， 大学の活動そのものが－
情勢というか，時代の流層ローマ法を普及させることになった。 このような情勢というか，
れの中にあって，
ヤンー世（Ｍａｘｉ
画期的な特筆すべき事件が起きた。 即ち，皇帝マキシミリ
19）が1495年に有名な帝室裁判所条例
を出して，帝国の最高裁判所とも言うべ
(Mmrimilianl，1493-1519）
(Reichskammergerichtsordnung）
４２
き帝室裁半I所 ローマ法を全帝国の普通を設置し，(Reichskammergericht）
とを宣言した。したがってユとしてこれによるべきこ法（GemeinesRecht）
スチニアヌス帝の編纂した“Corpusiuriscivilis”は，ドイツの染ならず神
⑪
聖ローマ帝国の全地域に於てその効力力:認められることになった。但しこの
皇帝の大英断の如く思われるが， 実はこれによって初めてローマ法ことば，
が全面的に継受されたのではなくて， 以前から司法的な活動によって次第に
進展しつつあったローマ法の継受を明らかに確認したと見るべきである。 そ
この条例の前後に幾つかの改革都市法や改革ラント法典の証拠には， (die
が出ているが，中でも1499年の『ウォreformiertenStadtundlnndrechte）
ルムスの改革法典」 〔WormserReformation）は殆どロ －マ法を以て充たき
ローマ法の継受は根深いものであったかれている。それほどド イツに於ける
次第に固有法を圧倒して実際的効力を発揮するようになり， 名実ともにら，
ローマ法は『学説法集成」(Digesta;Pandekt）GemeinesRechtとなった。この
に基づく法であると言うので と呼ばれたが，帝室裁判所I`PnTuHGMenrecht，，
の判例等によって イツ的に実用化した法律となって定着し』 第十七世紀頃
L、）または単
ド
｢学説法集成の現代的慣用」から (ＵｓｕｓｍＯｎＧＴｎ１１ｓ Pandektarum）
に｢現代の慣用法」（Ususmodernus）という適切な名称が学術用語として用
⑰
いられるようになった。然しドイツのローマ法継受lま，ユスチニアヌスの
ポローニアの註釈学派``Corpus
satoren）
の原本からではなく， (G1os‐iuriscivilis,,
および後期註釈学派 によって註解された著作(Post-G1ossatoren）
特に後期註釈学派が，から採用された。 ローマ法と教会法とロソパルド慣習
法の３者を融合調整して， 実用化した法律を継受したのである。 故に，この
ドイツ普通法の祖として仰が学派の最大の学者ロンパルド人 Bartolusは，
彼の著作と彼の高弟 ドイツ法の発達に大きな貢献Baldusの著作とは，れ，
をなした。
第十七世紀から十八世紀にかけて， 自然法学派が拾頭して， 一時ローマ法
学が衰退するが， 自然法学者の中から ドイツ法典の編纂を要求する声が高主
った。その中でもLeibnizは,1716年の死の直前， 帝国政府に対して， ローマ
ローマ法継受の比較（戸倉広）４３
法と固有法とから実用的な法典を編纂することを提案した。Thomasius け
1728）やHeineciusけ1741）等も，同じような考え方をしていた。 プロン
1781年アのフレデリック大王は，
に民事訴訟法典を発布し，
フランスのルイ王の布告法に刺戟されて，
私法の一般法典を作成する意図を示し発布し，更に公法・
ていた｡大王の没後８年を経て，１７９
(A11gememesLandrechtfUrdieprE
)没後８年を経て，1794年に『プロシヤ国の一般ラソト法』
LandrechtfUrdiepreussischenStaaten）というローマ法と
固有法を調和した立派な法典ができた。 第十九世紀に入ると，自然法学派に
が拾頭し,Savignyけ1861）対して歴史法学派（HistorischeRechtsschule）
ローマ法を註釈学派か らではなく， 直接原典から研究する必要があると|ま，
強調した。 そのためにローマ法学が隆盛を極めることになり， RoITunTlisten
の勃興を見るに至った。
1871年にドイツ帝国が成立したため， 各種の法典が編纂公布されるように
なった(1872,刑法典，1877,民訴および刑訴の法典)。1874年に，１１名から成る
民法典編纂委員会が成立して， 1888（明治21年）に民法典第一草案が作成さ
eidけ1892）が著名なPandektenrechtの学れた。然し委員の一人Windscheidd1892）
この草案が余りにもゲルマン法的要素を排除したものであって，者であり，
｢ヴィントシャイト草案」と呼ばれるほどローマ法に偏っていたので悪評を
蒙った。特にGermanistenのGierke（↑1921）の反対が強かったので，改改彼
第二次の委員会が1890年に選定されたｏめて法案を作成することになり，
第２草案が1895年に完成し，等委員達の５年間に互る驚異的な努力によって，
翌年『ドイツ民法典」
ＢＧ.Ｂ､）として公布
(BiirgerlichesGesetzbuch fiirdasdeutscheReich：
を訂正して，可成り多くとし された。このものは第１草案を訂正して，
ドイツ固有法をとり入れてはいるが，しかも尚おローマ法が円蓋のごとく蔽
燭
いかぶさってし､て，サヴィニー以来の影響力を温存している。
四AGeneralSurveyofevents,etc.（ContinentalLegalHistorySeries．
vol.I）ｐｐ､３１３，３１７．
GQBryce，StudiesmHistoryandJurisprudence．ｐ,９１；ＡGeneral
Surveyofevents，etc，ｏｐｃｉｔ・ｐｐ､３３７，４００．
(translbyPrichardandNasmith）Sohm，InstitutesofRomanlaw‘⑰
4４
PＰ、５，１５２．
Mitteis,DeutscheRechtsgeschichte､世良晃志郎訳『ドイツ法制史概説」四
318頁。
２フランスのローマ法研究
ソク王国は，八世紀の半頃（751）
､カルルー世，英チャールズ大帝）が
':復活した。ローマ帝国はヴニル
ゲルマンの部族国家として成立したフラ
カロリング朝となり，シャルルマーニ１（独カルルー世，
800年にローマ皇帝となり，西ローマ帝国が復活した。
ダン条約（843）によって東西両フランク王国とロタール王国に分裂した。 西Ⅳ
即ちフランスはカペー家のもとに次第に発展し，フランク王国， PhilipelV
HI会（Etats(1285-1314）の時に貴族・僧侶・平民よりなる議会としての三部会（Etats
g6n6raux）を設置して（1302）王権の伸張を計った。更にヴァロア家の時代
に，英仏百年戦争（1337-1453）によって， 国民意識が大いに発揚されるよ
1589年にアンリ四世がブルポソ朝を創め， やがてルイ十四世時
て，共和政・帝政.
うになった。
代の極盛時を迎えることになった。その後，大革命を経て，
王政復古・第二共和政. 第二帝政・第三共和政・ペタンの ヴィシー政府・ド
ゴールの臨時政府を経て現在の第四共和政になっている。
元来，フランスの南部と北部とは， 法文化のうえに於て著しい差があった。
南部はローマ法の影響を受けてロ -マ法化した地域であり，あり，北部は地方的慣
両地域の分界線は，ガ習法が優勢でローマ法の影響は極めて稀薄であった。
ロンヌ及びロアール両河口を結ぶ線の中央地点か ら東方に向う一直線であり，
南部は成文法地域（Paysdedroit6crit)，北部はj償習法地域（Paysdedroit
coutumier）であった。歴代の国王は，王権伸張を計る－手段として，統一
一マ法を奨励した。ポローニアの著名な法的な要素を多分に内蔵しているロ
学者P1acentinus（Ｔ1192）は，
ローマ法の研究を勃興させた。
モソペリエ大学に招聰されて教鞭をとり，
ローマ法学者は，概してローマ皇帝の権威と
ローマ帝国に確立された中央集権制とに賛意を表し， 封建制度に反対の意見
を示していた。それゆえ歴代の国王は， 大抵戸一マ法学者を重用して， 或は
ローマ法継受の比較 (戸倉広）４５
ローマ法学者
第十二・三世
政治顧問とし或は恩恵を施して貴族に列せしめた。 その結果，
達は， 王の好遇を受けんと一層王権の擁護を主張すると共に，
紀の頃から著しくローマ法研究を興隆せしめ，
うになった。
フランスに於ても，ポローニア法学の影響７
著名な学者も多く輩出するよ
ポローニア法学の影響を受けて，初めは註釈学派の方
ひたすらユスチニアヌス法典の復元を計り， 更に後期註釈学派
二り入れて,時代の
法によって，
の学風によって，ローマ法の法理にチュートン族の慣習をと
要求に適する新しい実用的な法律体系を構成するこ とを目的とした。 そのう
ルネッサンス文化の興隆と国王の政策と相侯って，え第十五・六世紀となり，
フランス法学界は正に黄金時
:れの碩学A1ciatidl550)で
人文学派(Humanisten)の隆盛を見るに至り，
代を迎えた。その基元を開いた者は，イタリ ア生れの碩学A1ciati
ニヨソ或はプールジュ等の大学で教鞭をとったのが，あり，彼がアヴィ フラ
ソス法学派の興隆をきたさせたと見ることができる。 この学派の中で最も傑
92）であるが，彼はツ(JacobusCujacius，↑1592）出した学者はJacuesCujas
ヴァラソス等の大学でローマ法の講義を4０－ルズ・プールジュ
年間も続けた。キュ
的方法を導入して，
カオール．
キュージャスはローマ法の原典を尊重し， これが研究に哲学
批判的に且つ歴史的に取扱う点において新機軸を出して
ローマ法関係の蔵書が多かったこと， 並びに多くの有名である。また彼は，
彼の名声は，同時代にあっては絶対的原典を出版したことでも有名である。
であり，ドイツの法律学校においても，Cujasの名が出ると学生達は帽子を脱
働
ぐならわしとなったと伝えられる。キュージャスの好敵手Douaren(↑1559）
やDoneau（十1591)，或はＤｕｍ・ulin（↑1567)，ややおくれてGodefroyd
1622）やDomatけ1696）からPothierけ1772）に至る一連の碩学者達も，
てフランス法を進展させた功労者である。またローマ法Iこよっ
い活躍にもかかわらず，<の如く人文学派に属する法学者達の目覚ましｶｮ
当時のフランス法曹界に於て， 末だ統一法典が編纂されていなかったことは
大きな欠点であった。法典を編纂することは， 時代の要請であると共に法学
者達に課せられた使命であった。実はこれがために， 法学者達は王権の伸張
４６
を計り， ために国王の立法権が次
Inance）が発布されるこ
ソス王国には只一つの法
立法によってその実現を期したのである。
第に拡大し， 法の統一に向って幾多の布告法 (Ordon nce）
とになった。第十五世紀後半のルイ十一世は「フラ
律が施行さるべきであり，総べての法律は成文として法典に作成されるべき
６０
である」と統一法典の編纂計画を発表した。かくて第十七世紀から十八世附己
・商法(1673）
(1731）・遺言
商法および海
ルイ十四世の民事訴訟法(1667）・刑事訴訟法(1670）にかげて，
・海法(1681）・奴隷取扱法（1685）及びルイ十五世の贈与法
法(1733）・信託法(1747）等多くの法典が発布された。中でも
ローマ法の影響を受けて編纂された「中世イタリア海法典」（Consolato法は，
dｅｌｌmare)や『オレロン法典」（Rolesd'O16ron）及び『ウィスビー法典」
現代世界各国Seerecht）に基づいて作成された近代的法典であり，(Wisby
の商法および海法に大きな影響を与えた。
華やかな宮廷文化を作り国威を発然しブルポソ王朝の絶対専制君主政は，
に，封建制の弊風を固執す
遂に被圧階級をして1789年
，共和政が施行されたが混
これと共に，場した反面，財政の破綻をきたさせた。
る貴族・僧侶等の特権階級の圧迫とが競合して，
革命政府の下に，の大革命を勃発させるに至った。
加うるに革命の波及を恐れた諸外国の圧迫が甚だしく なった。こ乱を1園め，
の難局を収拾したのがナポレオンである。
是非とも実現させなければならないもの当時フランスの法曹界において，
既にブルポソ王朝時代から統一法典が編纂さIま，統一法典の編纂であった。
れる機運にはなっていたが，牙容易にその実現を見なかった。ヴォルテールが
「フランスを旅行する者は，
ぱならない」と廟笑した通
その乗馬を換える以上に法律の変更を見なけれ
りであった。実に大革命前のフランスには３００種
以上の慣習法体系が存在して， 司法上の不便・私権の不確定・訴訟手続の煩
雑はその極に達していた。それ故，革命直後の国民会議は， 国内全体に共通
これを憲法の条
｢恐'肺政治」が出
の民法典が施行されるべきであると全員一致を以て決議し，
⑪
項に挿入した｡然しこの決議の遂行Iま,革命の進行につれて
これに伴う混乱のために一時阻害された。現し， 間もなくナポレオンが第一
ローマ法継受の比較（戸倉広）４７
執政となり，この大事業を完成することになる。彼は， 1801年にTronchetや
Portalis等を含む民法典起草委員会を発足させ， 自ら屡含編纂会議の司会者
となって法典作成を指導した。 ユスチニアヌス法典以後1300年間に互るロ-
マ法及びこれに基づく法学によって，フランス国民の生活と時勢とに適応す
る法典を作りあげた。この新民法典は『フランス民法典』（Codecivildes
fran9ais）という名称を以て 1804年３月21日に発布された。 然しそれから二
ケ月を経ない５月18日にナポレオンが帝位に即いたので ｢ナポレオン法典」
(CodeNapoleon）と改称された。
今日なお生命を保っている。尚Ｉ
この法典はその後幾多の改訂がなさたれが
尚おナポレオンは，続いて1806年に民事訴訟法
更に1811年には刑法典を発布して，典を，1808年に商法典を，
典の集大成を実現した。］
ナポレオン法
“ｃｏｒｐｕｓｉｕｒｉｓ
･isCivilisと
正に第六世紀のユスチニアヌス帝の
以後に発布された近代ローマ法の最初のcivilis,， CorpusJurisCiv
とし言うべきナポレオソし言うべきである。「フランスのユスチニア
の感化は，その法典によって，そしてヨーロ
に及んだ。
｢ ヌス」
シバを通してアジア及び新大陸
Ｈｕｎｔｅｒ，ＩｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎｔｏＲｏｍａｎＬａｗ・ｐＰｌＯ２－３．四
６０ Codecivil-1ivreducentenaire,vol・Ｌｐ２０,citedbySherman,Ｒｏｍaｎ
１ａｗｉｎｔｈｅｍｏｄｅｒｎｗｏｒｌｄ、ｖｏＬＬｐ､２３８．
６１）ｉｄｐ２４３．
３イギリスのローマ法導入
55Ｂ､Ｃ・にユリウスーカエーザルがプリテン遠征してから，／遠 Ａ､Ｄ､405にロ
約５世紀間のイギリスは一般に_マがブリ テンの駐屯軍を引き上げるまで，
ローマソープリデソ時代と呼ばれる｡この時代にニポラクム（Eboracum,今
のヨーク）をはじめリンデニウム（Lindinium,今のロンドン）等幾多の都市が
勃興し， ローマの市制が施行されたの糸ならず， ニポラクムにはローマ最高
の裁判所が一時設置され，Papinianusが首席判事となり，U1pianusとPau.
1ｕｓが陪席判事として活動したこ ともある。然るに第五世紀となると， ゲル
4８
ﾝ族が侵題し，アングローサクソン時代となマン民族のアングル族とサクソ
この時代は７王国に分裂していたが， ﾄが827クス王エグバーる。 ウニセッ
年に統一してAngle と称してその王位に即いた。 彼は，若land（England）
い時フランクのシャルル大帝の宮廷に育った関係で大陸風を好んだが， 彼の
孫アルフレッド大王(871-99)が即位するに及んで一層フランク風ローマ風
働
となった。然しここIこ'ま，ローマンーブリデン時代及びアングロ＝サクソン
専らノルマン征服後につＬ時代を省略して， ､て述べるこ とにする。
1027-87）は，１０６６ノルマンディ侯ウイ リアム（WilliamtheConqueror，
年に英国を征服して王位に即いたので， 大陸と直接交渉の道が開かれた。英
国は大陸から文物並びに法律制度を輸入し，英法は新たに渡来したローマ的
⑪
教養を有する人だＩこよって注目すべき法律体系を構成することになる。ウイ
リアム王の信任が厚かったLanfranc（↑1089）は， リア生れの哲学者でイク
-マ法学者として有名であった。 彼が，あるがロ 宰相として或はカンタベリ
英国に与えた影響は非常に大きかった｡ウイリ－の大司教として， アムは，立
法者としては大きな功績を遣さなかったが， 俗界裁判所に対して教会裁判所
英国にローマ法が導入されることになるので注目すべきを設立したことは，
である。教会裁判所は， 教会法(canonlaw)を適用したのであるが， このも
のはローマ法に基づいて作成されたものであり， その形態・用語・法技術．
両者の関係は密接である。精神・法諺を等しくする もので， 当時，教会法と
英国からも多くの学徒がポロローマ法の中心地はボローニアであったから，
_ニアに留学すると共に，オックスフォード大学やケンブリッヂ大学でもロ
鋤
一マ法と教会法の学位を授与するようIこなった。この事実と共lこ注目すべき
Vacarius（↑1198）が渡来して，ポローニアの著名なロ 一マ法学者ことは，
ソタペリー大司教の法律顧問となり， 傍らオックス フォードでローマ法の力
教鞭をとったことである。彼は， 学生のために有名な ``Ｌｉｂｅｒｐａｕｐｅｒｕｍ,,
を著して多数の有為な学生を指導した。彼の薫陶を受けた(貧しき者の書物）
特にローマ法が尊重され，の時代には， 当時のオッ
ケソプリヅ
－二世（1154-89）ヘンリ
第十三世紀に入ると，ﾄﾞの最も重要な学科となった。クスプォー
ローマ法継受の比較（戸倉広）４９
ヂ大学にも主要な学科としてローマ法が開講されたの承ならず，各地でロー
閏
マ法が学ばれるようになった。かくて，ローマ法Iま英国に於ける法律の一般
鯛
的な基礎知識となり，普通法（CommonLaw）の成立に大きな力となった。
司教にして碩学HenrydeBracton（↑1268)は， 有名な「英国の法律及び
､宮nae）という大著を出'慣習に就いて』（DelegibusetconsuetudinibusAngliae）
所属していた王室裁判所の判例500余りを整理して，した。彼は， ローマ法
の法理に従って体系づけた。即ち英国の慣習及び法律を「ローマ法型の法
律」（romanesquejurisprudence）に作り上げたのである。したがって，形
式はローマ法で実質は英法（Romanesqueinform,Englishinsubstance）
であるというのがこの著作の特徴である。プラクトンは，ポローニアの最大
の註釈学者Ａｚｏ（十1230頃）のローマ法摘要書“Summa，,に精通し，「教会法
全書」(corpusiuriscanonici)や『グラテアヌス教書集』（DecretumGratiani）
多くの法諺をこれらの資料から採って英法を体系づけたので，を参照し，
ＣｏｍｍｏｎＬａｗは「ローマ法的教会法的法律」（romanocanonicaljurispru＿
肋
dence）として大成されたのである。この名著lま，権威あるものとして頗る
広く利用され， 英国の法律学の基礎となった。
ローマ法そのものの研究よりも英国'慣習法の研究が第十四世紀に入ると，
裁判所に於ても専ら慣習法が適用されるよ うになった。
るが，慣習法
次第に旺盛となり，
その判決として表現されたものがＣｏｍｍｏｎＬａｗとなるのであるが，
判決の中-マ法や教会法の法理によって体系づけられていたので，I土既にロ
の発達に著しいものがあった。しかには価値高きものがあり，ＣｏｍｍｏｎＬａｗ
も，中央裁判所として普通法裁判所（CＯ所として普通法裁判所(CourtofCommonLaw）が完備したの
Lawは,訴訟によって権利の保この法は急速に普及した｡元来で， ＣＯ'TITnon
権利を侵害された者はChancery(大法護を求めるのが主な目的であるから，
官庁）に訴訟令状（Originalwrit） を申請して提訴するのである。 その場合，
これに適合する一定の形式を有する令状権利侵害の事実が明白であっても，
このように，普通法裁判所には権利保
ＣｏｍｍｏｎＬａｗそのものの保守性・固
が存在しなければ訴訟を起し得ない。
護に関して不備な点があった。 それはｃｏｍ ｏｎ
５０
定イヒ・形式化によるものであるから， 何等か他に救済方法を求めなければな
そのため国王または王会(curiaregis； aularegis）に請
匙，第十五世紀に
らないことになる。
願書(bill)を提出して救済を求めることになった。その結果，
なると大法官(LordHighChancellor）を主席とする衡平法裁判所（Courtof
CourtofEquity）が設置されて，良心に基づく裁判が行われるChancery；Ｃ（
ことになった。 この裁判所で適用されるのが衡平法（Equity） であり，その
本質は衡平・正義・倫理であって， 慣習・判例に束縛されない理性に基づく
法である。これがため， 法学は広い視野のもとに研究する必要があり， 再び
ローマ法や教会法の研究を旺盛ならしめることになった。 かかる趨勢に乗じ
海事裁判所等の判1511年にローマ法や教会法等の学者及び教会裁判所，て，
事或は弁護士を会員とするDoctors，Ｃｏｍｍｏｎｓと称する学会がロ ソドソに設
司教にして有力な政治家ウルジ(ThomasWol'sey， T153o）
（Juan
立された。更に，
のすすめlこよっ
LouisVives，十
て，ヘンリー八世は著名なローマ法学者ヴィヴェス
，↑1540）をオックスフォード大学の教授に招聰した。また，王
は，ローマ法
若しヘソリー
の従兄弟で有力な教会政治家ポール（RoginaldPole，十1558）
鰯
を以てＣｏｍｍｏｎＬａｗに替えようとする計画を王Iこ申言した。
八世が離婚問題でローマ教会と争いを起さなかったならば， 英国屯同世紀に
於ける ドイツの如く全面的なローマ法継受に踏糸切ったかも知れない。然し
教会と衝突した王は,教会法の研究を弾圧したので,教会法と密接な関係にあ
るローマ法を全面的に継受するポールの計画は失敗に帰した。 但し，暫くし
てケンブリッヂとオックスフォードの両大学にローマ法の欽定講座（Regius
CivilLawchair）が開設され，ローマ法の研究は保護された。
ローマ法学の興隆は，Equityの発達を来たし，衡平法裁判所の権威を高
めた。それに反して，英国慣習法の研究に基づくＣｏｍｍｏｎＬａｗは，次第に
固定的な保守性を強化するようになった。ローマ法から離脱して， ひいては，
普通法裁判所と衡平法裁判所とが対立抗争するに至り， 国王の仲裁によって
辛じて解決されるという事態にまで立ち至った。両者の衝突が解決されたに
しても，衡平法裁判所がEquityに拠り，普通法裁判所がＣｏｍｍｏｎＬａｗに
ローマ法継受の比較（戸倉広）５１
訴訟当事者にとって不便であり且つ堪え難いも拠るという裁判の二元制は，
最高司法1875年に至り裁判の統一を計るため，のであった。そのため遂に，
裁判所法（SupremeCourt
この法は両裁判所を統一し，
優先することを規定した。７
が施行されることになった。(SupremeCou ofJudicatureActs）
普通法と衡平法とが抵触する場合は， 衡平法が
また衡平普通法裁判所に提訴した後に，かくて，
法裁判所に救済を求めるという二重の手数がはぶけるこ とになった。
le,↑1780）第十八世紀の碩学プラックストソ（WilliamB1ackstone,↑ 80）は,普通
法に立脚する最も傑出した学者で，オックスフォード大学に普通法講座を創
設し，名著『英法解釈」（CommentariesonthelawsofEngland）を出した。
Lawの教典とも言うべきものであるが， 英国１慣習法この著作は，ｃｏｍｍｏｎ
とローマ法とを絶えず比較対照してい ころから，彼もまた－面ロマニスると
イギリス歴史法学派の祖と言うべきである。 第十三世紀のブラクﾄであり，
の法学は，ドイツ歴史法学の影響をトンによって開発されたＣｏｍｍｏｎＬａｗ
英国歴史法学派として多数のロマニストを輩出させるよ受けて， うになった。
"ＴｈｅＨｏｌｙたとえば“Ancientlaw”のメーソ（HenryMaine，↑1888）や
RomanEmpire，,のプライス(JamesBryce,↑1922)或は"HistoryofEnglish
law'，の共著者メートラソド（WilliamMaitland，↑1906）及びポロック
(FredericPollock，↑1937)，その他歴史法学に関して幅広く活躍したヴィ
↑1925）等枚挙に邉がない。ノグラ ドフ（PaulGavrilovichVinogradoff，
以上述べたところから，英国に於ける ローマ法導入の性質を記すならば，
-マ法の助けを借りたのであり，あくまでも英国固有法の発展のためにロ 自英
国法の欠陥を補うためにローマ法の法理・法技術をとり入れたのである。
ローマ法は未だかつてそのまま現行法と して採用されたことも国に於ては，
常に法生活の思想として，法学の根底とまた施行されたこともない。なく，
以て固有法の欠陥を補正しながら英法の発展してローマ法を参照し利用し，
を計ったのである。ローマ法７ローマ法をTextとして採用したのではなく，Reference
またローマ法を単に模倣したのではなく，として利用したのである。 よくこ
従って以て自国法の健全な発展を期したのである。れを究明して英国化し，
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ローマ法典の如き統一法典の編纂についても， その必要を認めながらも容易
には実現しない。そしてこの傾向は，
地域に於ても同様である。
英法系の施行されている海外の広大な
図アルフレッド大王は二回もローマを訪れ，法王レオから塗油の式を受けてそ
の教子(Godson）となり，更にローマのコンスル（執政官）の衣服．徽章．礼
帯を授与された。アルフレッド大王はキリスト教の篤い信奉者で，支配地をキ
リスト教に改宗させると共に，
ソクから多くの学者を招き所
シャルル大帝を模範として学芸を奨励し， フラ
多くのラテン書を英訳させたの承ならず， 王自身
も多くの翻訳をなした。
新しい法典を編纂し，Ｙ
また王は司教者の協力によってケソトの法典に倣って
アソグロ＝サクソン朝の法典編纂時代の基を開いた ●
⑬Bryce,StudiesinHistoryandJurisprudenＣｅ・ｖｏＬＩｐｐ､８５，１４３．
G4Maitland，CollectedPapers､ｐｐ､469-70.
63Vinogradoff,RomanlawinMediaevalEurope.ｐ,９８；戸倉訳，欧羅
巴中世の法律思潮，135頁。
BOBryce,ｏｐ､Cit・ｖｏＬＩｐ､507；Maitland,CollectedPapers.ｐ､443．晋
通法（ＣｏｍｍｏｎＬａｗ）の語源は教会法のｊｕｓｃｏｍｍｕｎｅであると言われる
(Pollock＆Maitland,ThehistoryofEnglishlaw､vol､Ｌｐｌ７６)。
⑪Vinogradoff,ｏｐｃｉｔ.ｐ､101；戸倉訳,前出，139頁。Pollock＆Maitland，
opcit．ｐ、２０７．
C3P1ucknett,AConciseHistoryof ｔｈｅＣｏｍｍｏｎＬａｗ・伊藤正巳監修，
上，８２頁。イギリス法研究会訳『イギリス法制史』
Ⅵ結論
ローマ法の発達を歴史的に考察すると， 文化的・政治的・地理的・国際的
し，継受される運命を担っていた諸情勢のもとに，継目
と言うことができる。
継受さるべき性格が内在し，
そのため種だの継受が見られるのであるが， 大別すれ
ぱ前期継受と後期継受とである。前期は主としてゲルマン世界に局限される
が，後期は全世界的である。前期継受の荷担者は，主としてゲルマン部族国
後期継受のそれは近代国家の国民である。家の国王であるが， 前期は，部族
編墓Ｌて＿こ国家の国王が先進文化にあこがれて， 立法の手続により法典を編纂して，
ローマ法継受の比較喫（戸倉広）５３
これに対して後れを部族生活の鏡として部族民を指導せんとしたのである。
期は，国民的自覚のもとに， 立法に先んじて法生活の不備を補正するために，
法学者の意見或は司法による実務の面からローマ法を継受した。 継受するに
当って，前期は主として“Codex Theodosianus，,その他の古典ローマ法のゲ
ルマン化した
して‘`Corpuｓ
｢卑俗ローマ法」を断片的に採用 したのであるが，後期は主と
舐大成した「近代ローマ法」.`Corpusiuriscivilis，，をポローニア学派が大成し
を全面的に対象とした。
ローマ法の継受を，狭義に取扱う して後期の継受を指すことにときは主と
後期についてやや詳細に述べるために,なるので， 独・仏・英の３国を以て
そあれ，何れも帝国羊義代表させることにした。近代の各国は，程度の差こそあれ，
的政策をとらざるを得なかったので， 強力な中央集権的政策の確立を必要と
法制の整備を計る必要があり， ローマ法を範と７
（
）
、‐）た
して国内法の統一を計っ
何れも大学の充実を計り，ために， ローマ法の研究を旺盛ならしめ， ロ
-マ法と固有法との調整１コ 然し仔細に検討するって法律体系を確立した。
と， 独・仏・英の３国はローマ法に対して各を特徴をもっている ドイツはロ
古代ローマ帝国には殆ど征服ざれなか ったが， 神聖ローマ帝国の主体となり，
ローマ文化に一種の憧れを有していた。 そのうえ自国の法律が著しい後進状
態にあったため大を的に後期註釈学派のロ _マ法を継受したので，パルトル
スはドイツ普通法の祖と仰れるに至り， となっ
ロー＜７
ドイツ法はPandektenrecht
た。これに対して， フランスは古代ローマ帝国の主要な領域であり，
と自国との区別について意識が明瞭でなく， ローマ法を外国法として意識す
ためにポローニアに註釈学派が興れば直ちにこれに倣い，ることが薄い。 更
にこれを実用化する後期註釈学派に大きな力を与え， そして遂に近代法典の
模範を作成した。イギリスは大陸外にあり，ローマン＝ブリテンやアソグ
ノルマン朝以後は神聖ローマ帝国の構成圏にローサクソン時代は別として，
屯入らず，島国的保守性を強く持ち， ローマ法を外国法と して取扱い， これ
を参考にして固有法を発展させた。
ローマ法に対する各国の態度を略言するならば， ドイツはこれを理想の法
５４
として全面的に継受し，フランスIまこれを自国の法として発展させ，イギリ
スはこれを参考の法として利用した。近代各国のローマ法継受の態様は，こ
れら三つの形態の何れかに該当するものと言えよう。
